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日本語・日本事情(1995年4月1996年3月)

田　村　泰　男

1.授業科目一覧

授 業 科 目

開単

位

設数

学 期 別 週 授 業 時 数

備 考
前 期 後 期 通 年

◎ 日 本 語 初 級 I 1 2 2 広島大学外国人

留学生のための授

業である0

日本語初級 Iか

ら日本語中級Ⅴま

では通年の授業で

はない0

◎印の授業は西

条、霞の両地区で

開講0

◎ 日 本 語 初 級 Ⅱ 1 2 2

日 本 語 初 級 Ⅲ 1 2 2

◎ 日 本 語 中 級 I 1 2 2

◎ 日 本 語 中 級 Ⅱ .1 2 2

日 本 語 中 級 Ⅲ 1 2 2

日 本 語 中 級 Ⅳ 1 2 2

日 本 語 中 級 Ⅴ 1 2 2

日 本 語 中 級 Ⅵ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅶ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅶ 2 2 2

日 本 語 上 級 I 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅱ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅲ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅳ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅴ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅵ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅶ 2 2 2

日 本 事 情 I 2 2 2

日 本 事 情 Ⅲ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅲ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅳ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅴ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅵ 2 2 2

日 本 文 化 2 2 2

日 本 語 特 講 15 30
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2.授業内容

(西条キャンパス)

授 業 科 目 間 諜 ・・・: l';| 担 当 教 官

日本 語初級 i ・n ・m 前期 .後期 深見兼見 . 中川正 弘 .今 田滋子

目標

かなおよび初歩的な文法、簡単な漢字の読み方を習得させる0

内容

初歩的な文法事項の説明、文章音読練習 (文法の理解を兼ねる)、口頭および筆記によ

る文型練習0

日本語 中級 i ・n ・m 前期 .後期 浮 田三郎 . 中川正 弘 .渡辺久美

目標

初級 クラスで学習 した基礎的な語桑 .文型 .表現の定着をはかるとともに、語嚢力を高

め、豊かな表現力を身に付けさせる0加えて種々の場面に応 じた実用的な日本語能力を習

得させる0

内容

短文を中心に構成され、会話を多 く取 り入れた教材を用い、場面に応 じた適切な表現を

学びなが ら、既習の語桑 .文型 .表現の応用練習を行 う0併せて新出の語桑 .文型 .表現

を口頭練習、書 く練習によって学習 し、よ り日本語 らしい表現の習得を目指す0

日 本 語 中 級 Ⅳ . Ⅴ 前期 .後期 大槻温子 . 渡部浩見

目標

中級 レベル前半を終えた学生を対象 とし、主に読解力を身につけることを目的とする。

内容

教科書に添って、毎回ひとつのテーマを中心に読解、文章表現の練習をするOあわせて、

漢字、文章の書き取 り、短い作文の練習など、学生の日常生活に役立つ文章語の表現能力

を養 う0

日 本 語 中 級 Ⅵ 前期 中川 >11<}L

目標

人に伝 えたい考えや気持 ち、言葉で表したい内容 を日本語で表現する能力を高める。

内容

「読む」、「聞 く」など、受動的な学習に偏 りやすい中級 日本語学習者の日本語運用能力

がどのようなものであるかを提出させる作文によって確認 し、そこに現れる間違いの分析

によって、文法の理解を正す と同時に、上級 日本語、さらには日本人の日本語に近づ くた

めに、日本語について文法以外にどんなことを知 らねばならないかを考えていく0
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日本 語 中 級 Ⅶ . Ⅷ
前期 田村泰男

後期 下村真理子

目標

中級Ⅳ . V までに学習してきた項目について確実に運用できるようにさせるとともに、

日本語の 「聞く」「話す」「読む」「書く」の四技能をバランスよく身につけさせる。

内容

読解力の文章を読むことによって、既習の文型 .語桑 .表現を整理し、併せて新しい文

型 .語秦 .表現を学習する0 その際、口頭練習で定着をはかるとともに、書き言葉に属す

る言い回し、或いは文型を 「書く」作業によって練習し、文章レベルでの理解をはかるe

これらの作業の後、教材の内容理解を確認するために練習問題を使って質疑応答を行う0

日 本 語 上 級 I 前期 .後期 深見兼孝

目標

時事日本語の聴解能力養成0 あわせてそれに特有の語桑 .表現を学習する。

内容

A . 時事論評を聞き、その内容を理解する練習を行う0 後にそれを文字化したものを読

み、理解を補足する0 さらに重要語句の使い方について練習する0

B . ニュースを聞き、i) その内容を理解する練習を行う (後にそれを文字化したもの

を読み、理解をチェックする). ii ) スクリプ トの完成を行う0

日 本 語 上 級 Ⅱ 前期 .後期 中川正弘

目標

日本語における 「表現」のさまざまな側面を考察することで、内容や文法のレベルにと

どまらず、表現行為や解釈行為まで含めた「ことば」とはどんなものであるかを理解する0

内容

文章練習とその徹底的な分析を柱とする0ほぼ毎週短い作文を提出してもらい、これは

当然添削し返却するが、添削では到底表すことができない日本語という言語の問題、誤用

の分析、また言葉の 「選び」などに表れた日本文化、日本社会の考察を通 して、外国人の

日本語と日本人の日本語を隔てているものが何であるか検討してゆく。

日 本 語 上 級 Ⅲ 前期 .後期 多和田嘉一郎

目標

日本人のものの見方 .考え方について理解を深めるとともに、それを題材とする討論に

より (日本語の) 口頭表現能力を高める0

内容

「オモテとウラ」「ウチとソト」「ホンネとタテマエ」などの日本人のものの見方 .考え

方、行動様式に関して記述された文章を読む0 また、「文化」をいかに捉え、理解すべき

かについても考察を加える。
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日 本 語 上 級 Ⅳ 前期 . 後期 田村泰男

目標

慣用句を中心とした語桑や上級文法を習得させることによって日本語の読解力 .文章表

現力を養わせる。併せて言語表現の背後にある日本の文化や社会現象についての知識を身

に付けさせる0

内容
主として新聞の 「経済」「政治」「社会」「文化」面から、日本の実社会をはんえいして

いる題材や身近な題材をとり、それに漢字の読み書き.慣用句の意味 .文法などを問題と

して加えて編集したものをテキストとして用いる。授業では、まず 「読める」ことを第一

とし、次に個々の文章の意味が正確に理解できるように語桑の意味、表現を整理していく。

これらの作業の後、接材についての説明を行い、クラスでその内容についての討論を行うO

日 本 語 上 級 Ⅴ 前期 .後期 山中康子

目標

日本語の総合的能力を高める0

内容

毎回トピックを決め、それに関する新聞、雑誌、テレビ番組などをとりあげる0 その理

解を通して、「話し、書き、聞き、読み」の四技能をのばし、具体的な話題やテーマに則

した日本語でのコミュニケーション能力を育てる0

日 本 語 上 級 Ⅵ 前期 .後期 大槻温子

目標

日本語の総合的能力を高める0

内容

視聴覚教材 (テレビの教養番組 . ドラマやラジオ番組の音声テープとそのスクリプ ト)

を用い、日本語の自然な会話に触れながら、スクリプトをもとに語桑 .文法 .構文 .イン

トネーションなど、いろいろな角度から検討し、理解を深める0

日 本 語 上 級 Ⅶ 後期 奥田邦男

目標
日常使用される自然な日本語の聴解能力を高め、さらに社会的コンテキストで適切に使

用できる会話能力を高める0

内容

テレビドラマのビデオ教材を中心に、日本語のあいさつ表現、慣用表現、省略表現など
の特質を検討する0日本語の表現と各自の母語の表現との類似点 .相違点について話し合

う0

日 本 事 情 I 前期 .後期 浮田三郎

目標

日本の諺を学ぶことにより (時には世界各国の諺と対照比較して)、日本語的な表現、

日本的な考え方、日本の文化 .風土などの理解を目指す0

内容

日本の代表的な諺を、時には世界各国の諺と対照比較 しながら、日本語的な表現、日本

的な考え方、日本の文化 .風土などを学習する0各国の諺がもっているテーマやそこで使

用されている素材を考える0諺の表現の特徴やおもしろさを考える0簡単なクイズ形式の

設問を用いて考えてみる機会を与える。各々の諺について、留学生達の意見、対照比較で

きるような自国の諺や表現とその考え方を発表してもらい、意見の交換をする0
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日 本 事 情 Ⅱ 前期 .後期 西川節行

目標

日本をよりよく理解するために必要な、日本の文化、社会に関する知識を学習する0

内容
留学生の関心、希望を勘案して、テーマを選定するが、出来るだけ、現在の日本の社会

の動きを、そのまま反映するようなテーマとする0

1. 現代日本をより深く理解するための知識として、現代の日本の産業、経済、経営と

諸問題、或いは現代の日本の政治、社会、文化と諸問題など0

2 . 広島をよりよく理解するための広島事情O

3 . 日本についての歴史、社会、文化など基礎的な知識0

なお、機会をみて、県庁、市役所などの公共施設や、企業など経済施設の見学を行う0

日 本 事 情 Ⅲ 前期 .後期 今石正人

目標

日本映画を通して、歴史 .社会 .文化 .時代について理解を深める。

内容

「羅生門」「生きる」「東京物語」「砂の女」「心中天網島」「寅次郎夕焼け小焼け」「家族

ゲーム」を鑑賞し、質疑応答、ディスカッション形式で意見の発表 .交換をする0

日 本 事 情 Ⅳ 前期 下村真理子

目標

現代日本の社会問塔、時事問題を通して現代社会、日本人について考える0 あわせて生

きた日本語運用力を高める0

内容

留学生からの希望テーマも考慮し、新聞もV T R などを用いて授業を進める。

1 . 新聞、雑誌を用いて、現代日本の諸問題を討議するe

2 . ドラマを見て、日本人の生きがい、心について考え、作文を書く。

日 本 事 情 Ⅴ 前期 .後期 倉地境美

目標

留学生の異文化理解に不可欠な総合的コミュニケーション能力の促進と視野の拡大を図

る0

内容

日本事情の諸問題について演習形式で授業を進める0又、受講者は担当者と共にジャー

ナルの交換を行い、日本語の書き言葉によるone-t0 -0 ne com m un icatioを体験する。

日 本 事 情 Ⅵ 前期 水町伊佐男

目標

パI ソナルコンピューターと日本語ワープロを使い、日本語の発音 .文字 .表記の問題

を中心に日本語使用について学習する0

内容

パソコンの基本操作を学習したあと、文字入力と漢字変換の作業をしながら、清音 .濁
普 .半濁音、促音、擬音、拙著 . 直音、長音、音訓、連濁、四文字熟語、同訓異字、接頭

辞、カタカナ表記などの問題を考える0 更に、各自の名刺作 り、年賀状 (暑中見舞い) の

作成などにより日本文化を考える0また、授業の感想などをワープロで書いて提出しても
らい、レポート作成の基礎を学習する0

-37-



日 本 語 特 別 講 義 後期
多和田 . 浮田 . 中川 . 深見 . 田村

. 大槻 . 渡部 .鴨瀬 . 佐藤 . 山本

目標

日本語の音声、文字 (かな、漢字380字) に習熟し、日本語能力の基礎となる文法、語

秦 (1,400語) を体系的に習得するe

HES
質 .量ともに相応の教科書、補助教材を用い、「読む」、「書く」、「聞く」、「話す」能力

をバランス良く伸ばすための集中的な学習を行う0

日 本 文 化 前期 . 後期 多和田 . 浮田 . 中川 . 深見 . 田村

目標

日本文化のさまざまな側面について、より深い知識と理解を得させる0

内容

日本の社会問題、現代および伝統文化、日本人の行動様式や思考等に関する講義、文化

施設への見学等0

(霞キャンパス)

授 業 科 目 開 設 学 期 担 当 教 官

日本 語 初 級 I . Ⅱ 前期 .後期 山中康子 . 渡部浩見

目標

日本語を初めて学ぶ学生に、発音、文字、会話、基本文型を教える0

内容

ひらがな、カタカナの発音、表記から始め、漢字、数量の表現、単純な構文、初歩的な

会話を、指定の教科書に添って学習 .練習し、同時に基本文法を学ぶe 受講生の状況に応

じて必要な範囲で英語を媒介言語とする0

日本 語 中 級 I . Ⅱ 前期 .後期 内藤祐子 . 渡部浩見

目標

ごく初歩の日本語を終えた学生の日本語の運用能力 (聞く . 話す .読む . 書く) を南め

る0

内容

初級で学んだ日本語の基礎を応用できるよう学生が日本語で質問、応用する機会を多く

つくる0 更に少し複雑な表現、文型になじむようパターン練習を繰 り返し行い、基礎文法

の仕上げをする0授業は教科書に添って行われるが、必要に応じて復習と応用練習をする0
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日本語日本文化研修プログラム

深　見　兼　孝

広島大学では、昭和60年度より日本語日本文化研修留学生を受け入れているが、昭和62

年度より特別経費の交付を受け、 「日本語日本文化研修プログラム」を開始し、現在に至っ

ている。このプログラムは、日本語研修(「日本語日本事情」で開設されているクラスから

選択)、指導教官のもとでの課題研究、日本文化特別講義・見学プログラムからなる。平成

5年度後期及び平成6年度前期の日本語日本文化特別講義・見学プログラムの概要は、次

の通りである。

なお、研修生は研修の終わりに研修成果をレポートにまとめ、指導教官と留学生センター

に提出することになっている。留学生センターはそれらのレポートをまとめレポート集と

して刊行する。

平成6年度後期

10月28日(金)　　映画上映

11月4日(金) -5日(土)　見学　広島市内

11月11日(金)　　講義　現代の日本の女性問題　(IWAD　平田冨美子)

11月18日(金)　　映画上映

11月25日(金) -26日(土)　見学　岩国市・宮島

12月2日(金)

12月9日(金)

12月13日(火)

12月16日(金)

1月13日(金)

1月20日(金)

1月27日(金)

2月3日(金)

2月16日(木)

講義見学　西条の歴史　(郷土史家　飯田米秋)

見学　広島刑務所

講義　日本の方言I一概説- (広島文化女子短期大学　高永茂)

講義　日本の方言II一沖縄方言-　(教育学部　町博光)

講義　日本の建築　(工学部　鈴木充)

見学　マツダ

講義　日本文学　(教育学部　相原和邦)

映画上映

-18日(土)　スキー実習

3月2日(木) -4日(土)　見学実習　日本の陶芸　(陶芸家　川原浩二)

平成7年度前期

5月12日(金)

5月26日(金)

見学　酒蔵

見学　筆作り工場
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6月9日(金)　　見学　そごう坂配送センター

7月7日(土) -8日(日)　似島キャンプ

9月8日(金)　　終了式・懇談会

前回に引き続き、実習を取り入れるなどして、前半の比重を重くした。後半は諸般の事

情から月に1度くらいのペースまで軽くしてみた。また、映画上映はここに挙げているも

ののほかにも、金曜日に空き時間があればその時間を利用して行った。次回もこの路線を

路襲するつもりである。
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日本語研修コース

【修了者】
第二十期(1995年4月～95年9月) (14名)

中　川　正　弘

氏 名
クラスでの
呼 び 名

国 :¥-<¥:- 1/ X'C 専門教育

Sharp ,A lice ア リ ス タ イ 1970 環 境 学 広島大学

N g ,K it Y oong キットユーン マレーシア11965 教 育 学 〟

M ai,H uy Q u ang マ イ ヴェトナム 1962 教 育 学 〟

T heingi K yaw チ ヨ ー ミャンマー 1963 無 機 化学 〟

E steben ez P erez ,B elen ベ レ ン ス ペ イ ン 1967 生 物 学 〟

T haiprasart,N ophaw it ノバウイット タ イ 1974 機 械 工学 〟

T ia ,W eeray a テ ィ ア タ イ 1968 土木建築工学 〟

Babiker.El Fadil El Fadl バ ビ キ ロ ス ー ダ ン 1962 農 芸 化学 山口大学

N ara Pereira,Eva M egum i エ ヴ ア パラグアイ 1969 獣 医 学 〟

A bdu l R azaq ラ ザ ッ ク パキスタン 1961 生物資源学 愛媛大学

D orji,S angay サ ン ゲ ブ ー タ ン 1964 生物資源学 〟

M anege,Ludovick Christian マ ネ ゲ タンザニア 1960 応 用 化学 高知大学

E stu N ugroh o エ ス テ ユ インドネシア 1965 水 産 学 〟

P erez E nriq uez.R icard o リ カ ル ド メ キ シ コ 1961 水 産 学 〟

第二十一期(1995年10月～96年3月) (15名)

氏 名
クラスでの
呼 び 名

国 :k M- 専 攻 専門教育

Sinog ay a j o n n ifer R afal ジヨニファー フイイ ピン 1965 環 境 科 学 広島大学

M bodou m a ,V ictor ヴイクトール ガ ボ ン 1967 教 育 学 〟

G om ez ,G lo ri a A n g elic a グ ロ リ ア アルゼンチン 1963 生 物 学 〟

H e汀era.L ou rd es R osan o ル ル デ ス ペ ノレ ー 1967 保 健 衛 生 〟

Khan.M d .M ukhlesur R ahm an カ ー ン バングラデシュ 1969 水 産 学 〟

A bdu llah .R a sh id ラ シ ツ ド マ レー シア 1962 行政報 等関係 〟

D ekyi,S am m y サ 、 ガ 】 ナ 1960 物 資薪科学 島根大学

Ibrah im ,M o h d A d ly ア ド リー マ レー シア 1967 環境化学工学 山口大学

K ondo ro si,G a b o r ガ ボ ー ル ハンガ リー 1970 天 文 学 〟

M arakkala M anage Pathm alal ハ トマラール ス リランカ 1965 生物環境保全学 愛媛大学

N g , T ia n C h ing デイヴイッド マ レー シア 1969 経 潰 学 広島経済大学

N yo N y o T h a n ニユウニユウ ミャンマー 1961 教 育 学 島根大学

Sasum a n j u h eta M illan ジユリエツタ フィ リピン 1963 教 育 学 〟

K om en ird p h ol,S o m ch it ソムチッ ト タ イ 1961 教 育 学 高知大学

D en ard i.M a rta M a ria マ リ ア ブ ラ ジ ル 1962 教 育 学 〟
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日本語研修コース第2 0期(1995年度前期)成果報告

期 日 授 業 内 容 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

4′12 (水)
開講 式 (11‥00) (ホス トファ ミリー )

オリエンテーション1130- 12:00 (1‥00~ l:30)

4′12~ 4′14
面接 、発音 、ひ らがな、 4′14 健 康診 断 4 ′12 (1:30)

初 歩文型 (午前 ) クラスは じめ

4′17~ 4′21

4′24~ 4′28 4′28、29 広 島市 4 ′29 公休 日

5′1～ 5′5 5′1、2 (代休 ) 5 ′3、4、5 公休 日

5′8～ 5′12

5′15- ′19 試験 ① 5′16 (火)

5′22- ′26 5′26、27 岩 国、宮島

5′29- ′2
6′1

「専 門用 語解説」 開始

6′5～ 6′9

6′12~ 6′16

6′19~ 6′23 6′23 マツ ダ

6′26- ′30 試験 ② 6′28 (水)

7′3～ 7′7 7′8、9 似 島合宿

7′10- ′14

7′17- ′21 試験 ③ 7′21 (金)

7′24~ 8′31 夏季 休業 (夏休 み)

9′1～ 9′ 1

9′4～ 9′8

9′11' ′15
試験 ④ 9′12 (火) 特

別講 義
9 ′15 公休 日

9′18- ′19 特別 講義

9′20 (水 ) 成果発表 、修 了式
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日本語研修コース第2 1期(1995年度後期)成果報告

期 日 行 事 . 試 験 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

10′18 開講式 11:00

10′18~ 10′20
面接 、発 音、ひ らが な、 10′19 (木) 午後

初歩 文型 健 康診断

10′23~ 10′27

10′30~ ll′3 11′3 - 4 - 5 大学祭 11′3 (金) 公休 日

11′6 ~ 11′10 11′10 広島市

11′13- 11′17 11′16 (火) 第 一回試験

11′20~ ll′24 11′23 (木) 公休 日

11′27~ 12′1 12′1 岩 国

12′4 ~ 12′8

12′11- 12′15
12′7 (木 )

「専門用語解説 」開始

12′18~ 12′22 12′19 (火) 第 二回試験

12′25~ 1′5 冬季休 業

1′8～ 1′12

1′15~ 1′19 1′15 (月) 公休 日

1′22~ 1′26

1′29- ′2 2′1 (木) 第三回試験 2′2マツ ダ工場 見学

2′5～ 2′9

2′12- ′16 2′12 (月) 公休 日

2′19- ′23

2′26- ′29
2′26 (月)

第 四回試験 特別 講義

3′1 成果 発表、修 了式
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日本語研修コース関係講師一覧

第二十期(1995年4月～95年9月)
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教員研修留学生コース

(1994年10月　1995年9月)

峯　　　正　志

I.　研修プログラム概要

A　教育学

1)教育学、心理学、教科教育学に関する英語による講義演習。 (一年)

2)授業参観、特別活動見学をはじめ、その他各種の教育施設、社会教育施設の見学。

(一年)

3)課題研究一指導教官の下で、各自の研修テーマを研修。 (一年半)

B　日本文化、日本事情(一年)

1)日本文化、社会に関する多方面からの講義、実習

2)文化活動に参加、各種文化施設の見学。

C　日本語教育

1)日本語特講(初級～中級レベル). (6カ月)

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス。 (学生の能力、必要に応じて)

D　研修論文およびアブストラクトの作成。

Ⅱ.　研修プログラム内容

A　教育学
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1)講義・演習

1994/12/16 (金) 「各国の教育事情」教育学部教授　二宮　暗

1995/1/30 (月) 「日本の教育制度」学校教育学部助教授　林　孝

1995/2/17 (金) 「日本の高等教育」留学生センター助教授　田畑佳則

2)学校・教育施設見学

1994/ll/ll (金)　東広島中央公民館・東広島中央図書館

1994/12/1 (木)　広島大学附属幼稚園

1994/12/6 (火)　広島大学附属小学校・広島大学附属中学校・広島大学附属高等

学校

1995/2/2 (木)　広島市教育センター・広島県教育委員会

1995/6/2 (金)　広島市立広島養護学校

1995/6/15 (木)　呉工業高等専門学校

1995/7/5 (水)　広島朝鮮中・高級学校・広島YMCA学園

B　日本文化・日本事情

1)講義・演習

1995/1/19 (木)　異文化間コミュニケーション・セミナー

2)見学

1994/ll/4 (金) -ll/5 (土)　広島市内見学

1994/ll/25 (金) -ll/26 (土)　岩国・宮島見学旅行

1995/1/20 (金)　マツダ

1995/2/10 (金) -2/ll (土)尾道市
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C　日本語教育

2　日本語特講(1994年10月　4995年2月。週平均30時間)

9 :45-10:30 10 :50-12:20 13 :10-14:40 15‥00 -16‥30

月 中川 中川 下村 浮田

火 多和田 鳴瀬 浮田 大槻

水 多和田 渡部 大槻 渡部

木 多和田 浮田 鴨瀬 田村

金 藤川 縫部 浮田 . 中川

多和田鼻一郎

浮田三郎

中川正弘

深見兼孝

n!M fi:l'

藤川信夫

大槻温子

E肯　　v -:

下村真理子

渡部浩見

広島大学留学生センター教授

広島大学留学生センター教授

広島大学留学生センター助教授

広島大学留学生センター助教授

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島大学教育学部非常勤講師

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス(1995年4月　-1996年3月。能力と必要に

応じて選択)

D　その他

1994/12/9 (土) -12/ll (日)

1995/2/22 (水) -2/24 (金)

1995/7/8 (土) -7/9 (日)

インターナショナル・ユース・セミナー

国立江田島青年の家

研修旅行(高松市・琴平町・岡山市)

青少年との国際交流キャンプ"BIG JAMBOREE"

(広島市似島臨界少年自然の家)
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日本語教育に関するその他の活動

橋　本　敬　司

1　映画上映

留学生の日本語教育・日本文化教育の一環として、今年度より下記の日程で映画の上映

を行った。特に7月8月は原爆と戦後50年に合わせて、 『黒い雨j ・ F明日-TomorrowJ

を上映した。

1995年前期

5月19日(金)

6月2日(金)

6月16日(金)

6月30日(金)

1995年夏休み

7月13日(木)

7月14日(金)

7月17日(月)

7月18日(火)

7月20日(木)

7月24日(月)

7月25日(火)

7月26日(水)

7月27日(木)

7月31日(月)

8月1日(火)

8月7日(月)

8月8日(火)

8月9日(水)

8月10日(木)

8月22日(火)

8月23日(水)

13:00- 『つぐみj

13:00- rその男凶暴につきj

13:00- r夢二j

13:00- rミンボーの女」

13:00- 『2001年宇宙の旅』

13:00- 『用心棒j

13:00- [惑星ソラリスj

13:00- I利休」

13:00- r東京上空いらっしゃいませj

13:00- rテス』

13:00- fフライド・グリーン・トマト』

13:00- Fブレード・ランナー」

13:00- rヤング・フランケンシュタイン」

13:00- I黒い雨」

13:00- 『明日-TomorrowJ

13:00- 『バグダッド・カフェ』

13:00- 『家族ゲーム』

13:00- 『渋滞」

13:00- 『大誘拐j

13:00- 『お葬式j

13:00- 『大病人j
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8月24日(木)

8月25日(金)

8月28日(火)

8月29日(水)

1995年後期

10月27日(金)

11月17日(金)

12月8日(金)

12月15日(金)

1月19日(金)

1月26日(金)

2月9日(金)

2月16日(金)

13:00- Fシコふんじやったj

13:00- r居酒屋兆治」

13:00- I木村家の人々」

13:00- F蒲田行進曲j

13:30- rシコふんじやったj

10:30- r大誘拐J

13:30- F天国と地獄j

13:30- F家族ゲームj

10:30- 『どついたるねん」

10:30- Tお葬式j

10:30- r大病人j

13:30- f学校」

2　留学生センター講演・討論会

1993年12月に「日本語CAI-きのう・きょう・あした」と銘打った講演・討論会を当

センターにおいて開催して以来、言語教育特に日本語教育におけるコンピューターの利用

と、その言語教育ソフト開発などに、次第に関心が持たれるようになってきた。しかし、

まだまだ発展途上の段階であると言わねばならない。また、コンピューターやマスメディ

アの活用に習熟していない日本語教師の力だけでは自ずと限界がある。そこで、今回はコ

ンピューターの機能に習熟し、それを教育に活用されている理科系の先生方やマスメディ

アの活用に習熟した方を迎えて、 「言語教育とコンピューター-言語教育ソフトウェアーの

充実を目ざして-」と題して、以下の日程で講演・討論会を開催した。 「大衆化するのか?

マルチメディア教材開発」 「マルチメディアにおける映像と音声」 「言語用ソフトウェアー」

の3つの講演と「CASTEL/J'95　第1回日本語とコンピュータ国際会議」の報告を基に、

コンピューターを用いた日本語教育における言語ソフトウェア-開発の可能性について活

発に意見が交換され、学習者が絶えず増加し多様化する日本語教育において、自習用ある

いは授業用のコンピューターソフトウェアーの開発の必要性が、改めて確認された。従来

席を同じくする機会が少なかった日本語教師とコンピューターの専門家である理科系の先

生方との協力の上に、言語教育ソフトウェアーなどの新たな日本語教材開発の可能性の地

平が開かれた、実りの多い講演・討論会であった。講演・討論会のプログラムと参加者名

簿を以下に掲載する。
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広島大学留学生センター

講演・討論会(95年11月24-25日)

「言語教育とコンピューター-言語教育ソフトウェアーの充実を目ざして-」

プ　ロ　グ　ラ　ム

(敬称略)

11月24日(金)

(司会:中川正弘)
○ (10:00-10:05)挨　拶(留学生センター長)

○ (1005-10:15)出席者自己紹介

1. (10:15-ll:00)請演l 「大衆化するのか?マルチメディア教材開発」
(岩本正敏)

2.(ll:05-ll:50)講演2 「マルチメディアにおける映像と音声」 (高嶋秀之)

(休憩) (昼食)

3.(13:00-13:45)講演3 「言語用ソフトウェア-」
(赤堀侃司)

(司会:中川正弘・深見兼孝)

4. (13:50-15:00)質疑応答(請演l-3に関する)

(休憩)

5.(15:15-17:00)ソフトウェアー紹介
(東原義訓、成田泣、北川信博　各氏)
(他　若干名)

11月25日(土)

1.(10:00-10:30)報告「CASTEL/J'95　第1回日本語とコンピュータ国際会議」
(加納千恵子)

(司会:水町伊佐男)

2.(10:40-12:00)質疑応答・討論会　(講演・ソフトウェアー紹介に関する)

(休憩) (昼食)

(司会:深見兼孝)

3. (13:00-14:30)討論会(全体会)

A.　　　子　　・:::、・　　十　　.:て・

4.(15:00-17:00)懇談会・見学　<自由参加>
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広島大学留学生センター講演・討論会参加者

(学外)
加　納　千恵子　　筑波大学留学生センター
波多野　和　彦　　埼玉大学教育学部教育実践研究指導センター
金　田　章　宏　　千葉大学留学生センター

川
東
尾
山
堀
島
山
川
田
　
原
田
本
城
井
西
田
藤
井
崎
田
村
畑
平
本
揮
揮
東
井
川
平
島
川
津

宮
伊
深
横
赤
小
奥
小
藤
沖
東
神
磯
古
岩
中
成
斉
酒
岡
梅
奥
田
川
岩
平
米
伊
酒
中
波
高
北
河

康　子　　千葉大学留学生センター
祐　郎　　東京外国語大学留学生日本語教育センター
百合子　　東京農工大学留学生センタ一
節　雄　　東京学芸大学教育情報科学教室
侃　司　　東京工業大学教育工学開発センター

聡　　東京工業大学留学生センター

直　樹　　電気通信大学留学生センター
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美

誉
正
裕
義
紀
征
紀
康
泰
　
美
峰
智
　
訓
千
博
正
洋
宣
紘
恵
良
八
秀
信
聡

美　　横浜国大留学生センター

春　　上越教育大学学校教育学部

子
訓
子
雄
雄
雄
洋
滋
子
男
己
泉
代
秋
一
敏
一
義
二

信州大学人文学部

信州大学教育学部附属教育実践研究指導センター
名古屋大学留学生センター
名古屋市立大学計算センター
大阪大学留学生センター
大阪外国語大学留学生指導センター
神戸大学留学生センタこ
兵庫教育大学学校教育研究センター
岡山大学留学生センター
岡山大学留学生センター
九州大学留学生センター
熊本大学留学生センター
長崎大学教養部
大分大学教育学部
琉球大学教養部
東北学院大学工学部
城西大学女子短期大学部
工学院大学工学部
東京理科大学基礎工学部

子　　中京大学教養部
雄　　京都外国語大学外国語学部
郎　　名桜大学国際学部
之　　NHK番組制作局(学校放送番組部)
博　　服部セイコー特器二部
美　　服部セイコー特器二部

(学内)
水　町　伊佐男　　広島大学教育学部
町　　　博　光　　広島大学教育学部
高　橋　政　志　　広島大学学校教育学部

※付記

留学生センター各教官の教育・研究活動に関しては今回は掲載しない。
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